
北海道・三陸沖後発地震注意情報に備えて

発生確率は、0.1% ⇒ １% になった。本当に巨大地震が発生するかは分
からない。でも、発生したら直ぐに避難できるように備える。

１.デマや誤情報に注意すること。
２.買いだめや買い占めはしないようにして下さい。普段からの備えが大事。
３.普段通りの生活に、命を守り避難の意識を追加してください。
４.直ぐに避難するために
⑴非常持出品、防災袋を準備
日常で必要なものが揃っているか確認、飲料水や食料の確認など

⑵緊急情報などの入手
スマホやラジオなどの準備と予備のバッテリー・乾電池の確保

⑶避難所と避難路の確認
ハザードマップなどを確認し、避難所や避難場所の確認や避難路の確認

⑷安否確認方法
家族との待ち合わせ場所や連絡方法を確認する

５.その他
事前に家屋の耐震補強、家具や冷蔵庫等の転倒防止、避難時にブレー
カーを落として避難、消火器や住宅火災警報器の設置など



1.デマや誤情報に注意すること
⑴情報を取る
①いつも見ている使っている番組等を利用
テレビ・ラジオ等のニュース番組・アプ
リを利用する。

➁信頼できる方や自治体の情報を使用する。

⑵情報を発信する
①確かな情報源で、その専門家も賛同して
いる。

➁他の人やメディアはどうか。その画像や
動画は本物か。

③流れやすいデマ等
【支援情報(給水、炊き出し、物資の提供
や復旧業者など)】



２.買いだめや買い占めはしないようにして下さい。
普段からの備えが大事。
⑴買いだめや買い占めは、他の方のことも考え
て、お止めください。自分だけが良ければは、
ダメです。避難するときに持っていけるので
しょうか。

⑵非常持出品や防災袋の中には、命からがら
避難する時に必要な分だけで良いです。

⑶ローリングストックで普段から準備し、
賞味期限や消費期限を定期的にチェックする。

⑷このチェックを半年毎に行い、夏季と冬季で
非常持出品や防災袋の中を見直し・点検する。
①夏季：肌着や下着の替え冷感スプレー、ウエットティッシュなど

➁冬季：上着(ジャンパー、カッパ、ウインドーブレーカーなど)、
カイロなど



３.普段通りの生活に、命を守り避難の意識を
  追加してください。
⑴懐中電灯やヘッドライト、ランタンなど
【ろうそくは火災の恐れがある。】

⑵靴、スリッパ、帽子、ホイッスル、常備薬、
予備のメガネ、入れ歯、補聴器など

⑶非常持出品や防災袋など
⑷直ぐに逃げられる服装で寝たり、子どもや
高齢者と同じ部屋で寝るなどの工夫も必要。

上記に記載したものを準備して、夜間は寝室や
直ぐに手が届くところ、日中はいつも居ると
ころ(居間)などに置く。
職場や車に置くようにするなど、この期間は
避難の体制を整えておくこと。



４.直ぐに避難するために
⑴非常持出品、防災袋を準備
日常で必要なものが揃っているか確認、

    飲料水や食料の確認など
①キーワードは、貴重品、常備薬、食料・
飲料水、簡単な着替え、日用品など

➁避難の移動に苦労する量は持ち出せない。
③命からがら逃げだすときに、重いものや
大量の食料などは要らない。

④無いと困るものを優先して持ち出すこと。
⑤季節によって中のものを見直し、入替え
を行い、食料や飲料水の賞味期限や
消費期限も確認する。

⑥普段から軽量化を図る。



４.直ぐに避難するために
⑵緊急情報などの入手
スマホやラジオなどの準備と予備のバッテ

    リー・乾電池の確保
①普段使用している情報の入手方法を
災害時にも使用することで、デマや
誤情報を入手しないようにする。

➁スマホのアプリの更新と普段から
さまざまなサイトやラジオを使用して、
使い慣れておくこと。

③充電器や予備のバッテリー、乾電池を
普段から余裕をもって購入しておくこと。



４.直ぐに避難するために
⑶避難所と避難路の確認
ハザードマップなどを確認し、避難所や

    避難場所の確認や避難路の確認
①お住いの地区のハザードマップで危険個所
や避難所や避難場所を確認し、いち早く避
難すること。ルートや迂回路も合わせて確
認しておく。【災害はハザードマップ通り
には起きないことを覚えておくこと。】

➁自宅が海や河口付近にある方は、出来る
だけ早く、高い所に避難できるように
災害が発生する前に考えておく。
【津波は河口から数㎞内陸に遡上すること
もある】



４.直ぐに避難するために
⑷安否確認方法
家族との待ち合わせ場所や連絡方法を

    確認する
①災害が起きる前に、家族で話し合いを行い、
待ち合わせ場所や連絡方法を決める。

➁災害伝言ダイヤル１７１を利用する。
③津波などで一度避難したのちは、大津波警
報、津波警報、津波注意報が発令されてい
る間は、自宅や職場などに戻らないように
する。



５.その他
⑴事前に家屋の耐震補強、家具や冷蔵庫等の

    転倒防止、避難時にブレーカーを落として
    避難、消火器や住宅火災警報器の設置など

①室内に置いて、普段から居るところや
寝室、避難口までの避難路は、家具の
固定や転倒防止などを行う。

➁通電火災の恐れがあるものはコンセントを
抜いたり、避難時にブレーカーを落とす
必要がある。

③火災発生や延焼を抑えるための努力をする
ため、消火器の準備や火災警報器を設置す
る。



５.その他
⑵車避難について
①車避難は出来れば避けたいところです。
身体の不自由な方や避難に時間の掛かる
高齢者などの避難行動要支援者などに
限定すべきです。

➁たくさん荷物を運べたり、遠くへ逃げる
ことはできそうですが、交通渋滞を誘発し、
かえって避難に時間がかかることにつなが
ります。

③普段からガソリン等の燃料を半分以下にし
ないように努力してください。車のライト
やラジオは災害時にも役立ちます。
(シガーソケットも利用できる)



５.その他
⑶ハザードマップや便利アプリについて
①国土交通省の『重ねるハザードマップ』や
『わがまちハザードマップ』は、旅行や
出張先などの土地勘のない所でも今居る
地域の危険個所が分かるので、是非使用
してください。

➁川の河口付近の状況を確認したいときは、
国土交通省の『川の防災情報』を使用する
ことで、水位計やライブカメラでリアル
タイムで確認できます。決して見に行か
ないでください。

③その他にも、気象庁の『キキクル』、
『ナウキャスト』なども利用してください。
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